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（Pattison & Kahan, 1983）。しかし，稀に希死
念慮をもって行われるケースも存在しているこ
とも明らかにされており（Gardner & Gardner, 























































































































































































カテゴリー M SD 多重比較
①児童・生徒の自傷
行為への対応の面 4.61 0.83 ①＞③ *
②教職員間の情報交





































































































































































































































カテゴリー M SD 多重比較
①児童・生徒の自傷






5.45 1.18 ③＞② *
④保護者への対応の
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